
１．日時　：　平成２１年１０月２１日（水）　14:00～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学工学部教授　　
部会員　　古川　郁夫　　　　鳥取大学農学部教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成21年８月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全３０件
①評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全２１件
　 ・標準型・・・１３件
　 ・簡易型・・・８件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 5 － 5
Ａｓ舗装 － － － － 1 5 6
通信設備 － － － － － 2 2

－ － － － － － 0
計 0 0 0 0 6 7 13

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
受変電設備 － － 1 － － － 1
電気設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 2 0 0 0 2

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 5 － － － 5
塗装 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 6 0 0 0 6

備考

加算点の合計
工種 計 備考

工種
加算点の合計

計

工種

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第３７回）開催結果の概要

加算点の合計
計 備考



②技術提案の審査（入札前審査）・・・全９件
標準型 １件　 ・標準型・・・１件

　 ・簡易型・・・８件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1

－ － － － － － 0

工種
加算点の合計

計 備考

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 0 0 1 0 1

簡易型（従来方式）

工種
加算点の合計

計 備考
～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～

一般土木 － － － 1 － － 1
As舗装 － － － 1 － － 1
維持修繕 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 1 2 0 0 3

工種
加算点の合計

計 備考

簡易型（施工能力評価方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
維持修繕 － － 5 － － － 5

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

工種
加算点の合計

計 備考

－ － － － － － 0
－ － － － － － 0

計 0 0 5 0 0 0 5

　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・1２件
　　①総合評価落札方式（公示前）・・・ ０件

　　　【標準型】・・・ ０件【標準 】 件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　②簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　１件

　　③標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　１件

　　④総合評価落札方式（入札前）・・・ ５件

　　　【標準型】・・・ １件
　　　【簡易型】・・・ ４件

⑤ プ ザ　　⑤簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　２件

　　⑥標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　３件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり



１０月２１日（第３７回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

1 ◎ 鳥取
道
路 国道２９号落折橋改良工事 一般土木 C

橋梁下部工　１基
擁壁工　L=14m
ブロック積工　L=23m
仮設工　１式

国道２９号落折橋の拡幅のた
め、現橋の横に橋をかける工事
である。現場が線形の悪い区
間であり、工事中に片側交互通
行になる期間があるため、工事
中の交通規制が重要となる。

9
月

89.4 84.0 15 15

仮設工（土留）施工
時における一般交
通への安全対策に
ついて

30 6 1 3 1 4 2 1 5.4 1 1 4 10月16日

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

技術提案、施工計画 ②企業の施工能力

1 2

③配置予定技術者の施工能力

工事の特性

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

施工体制

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計



 １０月２１日（第３７回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 鳥取
道
路

駟馳山バイパス
海士地区第３改良工事

一般土木
C
・
Ｄ

掘削工　V=80,000m2

砂丘地の地山掘削工事において、施工
中の切土法面の安定は重要であり、切土
法面の保護等、現場条件を踏まえた適切
な施工方法を実施することは品質確保に
つながるため。

9
月

71.8 68.0 15 15 15

砂山の切土及び
法面保護におけ
る施工上配慮す
べき事項

6 1 3 1 4 2 1 3.8 1 4 10月16日

2 ◎ 倉吉
河
川

天神川管内堤防強化他工事

 
Ａｓ舗装 Ｂ

堤防天端被覆工
天端被覆工 Ａ=7,000ｍ2
路肩被覆工 Ｌ=2,000ｍ
河川整備工
伐木　Ａ＝20,000m2

堤防天端被覆工は、堤体への浸透防止
を目的としているため、アスファルト合材
の品質管理が重要である。

9
月

71.8 68.0 15 15 15
アスファルト合材
の品質管理

6 1 3 1 4 2 1 5 3.8 11月2日

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

工事の特性

工
事
種
別

ラ
ン
ク

区
分

1

施工体制

一般土木　Ｃ　のみ

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

⑦
地
域
貢
献

2

①-1　簡易な施工計画の加算点

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力簡易な施工計画

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

⑥
労
働
福
祉

3 殿ダム
河
川 殿ダム楠城地区他整備工事 維持修繕 －

【新井工区】
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装撤去　1式
側溝撤去　1式
盛土撤去　1式
水路工　約90m
【楠城工区】
補強土壁工　約100m2
防草ｺﾝｸﾘｰﾄ工　約1,200m2
法覆護岸工　約200m2
構造物撤去工　1式

　本工事は、国府町新井～楠城地内にお
いて整備工事を行うものである。特に新
井工区において迂回路撤去を行うにあた
り、近接家屋及び一般交通に対する配慮
が必要である。

9
月

66.3 63.0 15 15 15

新井迂回路撤去
時の近接家屋及
び一般交通に対
する配慮

6 1 3 1 4 2 1 3.3 10月15日



１０月２１日（第３７回鳥取県部会）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 鳥取 道路 上市場地区外整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

志戸坂峠道路における用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

9
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 10月23日

区
分

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

②③④⑥は「営繕工事」の特例

配置予定技術者の能力

加
算
点
の
合
計

公
告
時
期

（
月

）

企業の技術力

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

施工体制

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

企業の施工実績

開
札
予
定
日

工事名

2 鳥取 道路 松原地区外伐採工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

鳥取西道路における用地管理工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

9
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 10月29日

3 倉吉 道路 大山地区整備工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

名和淀江道路における用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

9
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 10月22日

4 倉吉 道路 中尾地区用地管理工事 維持修繕 - 用地管理工事　一式

東伯中山道路における用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

9
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 10月22日

5 倉吉 道路
上野地区用地管理工事
【再公告】

維持修繕 - 用地管理工事　一式

東伯中山道路における用地管理
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小
さい工事である。

10
月

63.0 15 15 12 6 6 6 3.0 11月2日



   １０月２１日（第３７回鳥取県部会）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） イ）

品質確保の
実効性

施工体制の確
実性 評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

        

1 ◎ 鳥取
道
路

国道５３号
田園町第４電線共同溝工事

一般土木 Ｃ 電線共同溝Ｌ＝３００ｍ
現道工事のため一般交通への
安全対策が必要である。

2 倉吉
道
路

東伯中山道路
赤碕第３高架橋外床版工事

一般土木 Ｃ

赤碕第３高架橋床版
Ａ＝１，０００ｍ２
赤碕第４高架橋床版
Ａ＝１，１００ｍ２

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要である。

一般土木　Ｃ　のみ

⑦
地
域
貢
献

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

工事名

加
算
点
の
合
計

施工体制

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

公
告
予
定
日

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

工事の特性

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

ラ
ン
ク

工事概要
区
分

事
務
所
名

工
事
種
別

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

1

技術提案、施工計画

2

3 倉吉
道
路

東伯中山道路
赤碕中山高架橋床版工事

一般土木 Ｃ
赤碕中山高架橋床版
Ａ＝３，３００ｍ２

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要である。

4 倉吉
道
路 国道９号新日野橋床版工事 一般土木 Ｃ 新日野橋 床版

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要である。

5 倉吉
道
路

名和淀江道路
宮川橋下部工事

一般土木 Ｃ

橋台工　N=2基
橋脚工　N=2基
基礎工　N=4本(深礎杭
Φ2500）
仮設工　１式

塩害・中性化等の劣化を防ぎ、
コンクリートの耐久性及び構造
物の安全性の確保を図ること
が、重要である。

6 倉吉
道
路

東伯中山道路
二軒屋地区舗装工事

As舗装 Ａ
Ｌ＝１．２ｋｍ
Ａ＝１３，０００ｍ２

東伯中山道路のうち二軒屋地
区の舗装工事であり、走行時
の快適性確保のため平坦性の
確保及び排水性舗装の耐久性
向上を図ることが重要である。

7 倉吉
道
路

東伯中山道路
中尾地区舗装工事

As舗装 Ｂ
Ｌ＝２．３ｋｍ
Ａ＝２１，０００ｍ２

東伯中山道路のうち中尾地区
の舗装工事であり、排水性舗
装の耐久性向上を図ることが
重要である。



   １０月２１日（第３７回鳥取県部会）

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） イ）

品質確保の
実効性

施工体制の確
実性 評価内容１

加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

ヒ
ア
リ
ン
グ

継
続
教
育

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

新
技
術

企
業
の
技
術
力

        

⑦
地
域
貢
献

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て

工事名

加
算
点
の
合
計

施工体制

公
告
予
定
日

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

工事の特性

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

ラ
ン
ク

工事概要
区
分

事
務
所
名

工
事
種
別

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

1

技術提案、施工計画

2

8 倉吉
道
路

東伯中山道路
田越地区舗装工事

As舗装 Ａ
Ｌ＝２．９ｋｍ
Ａ＝３８，０００ｍ２

東伯中山道路のうち田越地区
の舗装工事であり、走行時の
快適性確保のため平坦性の確
保及び排水性舗装の耐久性向
上を図ることが重要である。

9 ◎ 倉吉
道
路

東伯中山道路
別所地区舗装工事

As舗装 Ａ
Ｌ＝３．５ｋｍ
Ａ＝４８，０００ｍ２

東伯中山道路のうち別所地区
の舗装工事であり、走行時の
快適性確保のため平坦性の確
保及び排水性舗装の耐久性向
上を図ることが重要である。

10 倉吉
道 東伯中山道路

A 舗装 Ａ
Ｌ＝１．８ｋｍ

東伯中山道路のうち八幡地区
の舗装工事であり、走行時の
快適性確保のため平坦性の確10 倉吉

道
路

東伯中山道路
八幡地区舗装工事

As舗装 Ａ
Ａ＝２４，０００ｍ２

快適性確保のため平坦性の確
保及び排水性舗装の耐久性向
上を図ることが重要である。

11 倉吉
道
路

東伯中山道路
梅田地区舗装工事

As舗装 Ａ
Ｌ＝１．８ｋｍ
Ａ＝１９，０００ｍ２

東伯中山道路のうち梅田地区
の舗装工事であり、走行時の
快適性確保のため平坦性の確
保及び排水性舗装の耐久性向
上を図ることが重要である。

12 倉吉
道
路

東伯中山道路外
監視設備工事

通信設備 －
ＣＣＴＶカメラ　Ｎ＝9台
光ケーブル　N=5km
据付調整　　1式

本工事は監視設備を設置する
もので、設置にあたってはライ
フサイクルコストの低減、品質
管理体制を評価する。

13 倉吉
道
路

東伯中山道路
情報板外設備工事

通信設備 －

道路情報板（NHL2型）
N=２面
F型支柱　N=２基
凍結表示板　N=12面
気象観測設備　N=２台
据付調整　　1式

本工事は情報板設備を設置す
るもので、設置にあたってはラ
イフサイクルコストの低減、品
質管理体制を評価する。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ア） イ） a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） ア） イ）

品質確保
の実効性

施工体制
の確実性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

企
業
の
技
術
力

1 倉吉
河
川

関金外予備電源設備工事
【再公告】

受変電設備 -
予備電源設備　N=4台
被監視用IP変換器　N=４
台

本工事は、管内情報板に予備発電設備を設置
するものであり、現地の据付調整にかかる品質
管理が重要である。

2 倉吉
道
路 東伯中山道路照明設備工事 電気設備 B 道路照明　１４０基

本工事は、東伯中山道路において道路照明設
備を設置するものであり、建柱作業時の安全管
理が重要である。

一般土木　Ｃ　のみ

簡易な施工計画 ⑦
地
域
貢
献

③配置予定技術者の施工能力②企業の施工能力

1 2

加
算
点
の
合
計

工事の特性

公
告
予
定
日

④
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤企業の技術力 ⑥
労
働
福
祉

施工体制

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

事
務
所
名

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要

①-1　簡易な施工計画の加算点

過
去
の
加
算
点
を
除
く
全
て
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

過
去
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
実
績

（
発
注
機
関

）

同
種
工
事
の
工
事
成
績

優
良
工
事
表
彰

同
種
工
事
の
工
事
成
績

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
発
注
機
関

）

資
格
取
得

従
事
役
職
の
経
験

ヒ
ア
リ
ン
グ

総
合
評
価
方
式
の
過
去
の
加
算
点
実
績

（
本
項
目

を
除
く
合
計
点
の
1
0
%

）

1 倉吉 道路
上野地区用地管理工事
【再公告】

維持修繕 - 用地管理工事　一式

東伯中山道路における用地管理工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

②③④⑥は「営繕工事」の特例

加
算
点
の
合
計

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型(施工能力評価方式)】　対象工事一覧

工事概要 工事の特性

公
告
予
定
日

施工体制 企業の技術力企業の施工実績 配置予定技術者の能力

区
分

事
務
所
名

2 倉吉 道路
東伯中山道路
東伯防護柵設置工事

維持修繕 -
①ガードパイプ　Ｌ＝10,000ｍ
②ガードレール　Ｌ＝1,000ｍ
③立入防止柵　　Ｌ＝5,000ｍ

東伯中山道路における防護柵設置
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

3 倉吉 道路
東伯中山道路
赤碕防護柵設置工事

維持修繕 -
①ガードパイプ　Ｌ＝9,000ｍ
②ガードレール　Ｌ＝1,200ｍ
③立入防止柵　　Ｌ＝8,000ｍ

東伯中山道路における防護柵設置
工事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

4 倉吉 道路
東伯中山道路
東伯標識設置工事

維持修繕 -
東伯中山道路（Ｌ＝１２ｋｍ）
標識設置　　１式

東伯中山道路における標識設置工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

5 倉吉 道路
東伯中山道路
赤碕標識設置工事

維持修繕 -
東伯中山道路（Ｌ＝１２ｋｍ）
標識設置　　１式

東伯中山道路における標識設置工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。

6 倉吉 道路
国道９号
米川横断陸橋塗替工事
【再公告】

塗装 - 塗装塗替　A=1,500m2

本工事は羽合国道維持出張所管内
における横断歩道橋の塗装塗替工
事である。
技術的な工夫の余地が極めて小さ
い工事である。
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事故
等

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
鳥取河川国道事務所
重要構造物図書データ作成業務

土木関係建設
コンサルタント業務

事務所内で管理している重要構
造物の完成図面とこれに関連す
る設計図書を調査収集し、道路
管理DBの施設単位に編集・分類
し、電子媒体への格納及び図面、
設計図書の重要構造物図書管理
システムへの組み込みを行うため
の更新データを作成するものであ
る。

①適確なデータ作成におけ
る留意点

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績 成績・表彰資格・実績

公
示

（
月

）

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

企業の経験・能力

合
 
 

計

技術提案書を特定するための評価項目

表
彰
経
験

技術提案書提出者を決定するための評価項目

業務計画の適切性
実施方針・実施フ

ロー・工程等

★　公示前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

特
定
テ
ー

マ

業
務
概
要

テーマ１の提案内容

整
合
性 テーマ２の提

案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

再
委
託
の
確
認

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

1 日野川
菅沢ダム
日野川水系環境調査業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、菅沢ダム上下流
の印賀川及び日野川にお
ける河川測量や河床材料
調査、底生動物調査を行
い、ダム管理の基礎資料と
するものである。

ダム上下流の水系環境調
査を実施する上での留意
点について

No

★　公示前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

業務概要

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

事
務
所
名

業務名 業務種別

公
示

（
月

）

特定テーマ

技術提案書を特定するための評価項目

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

合
 
 

計

実
施
手
順

妥
当
性

参考
見積

実
現
性

独
創
性

特定テーマ２

的
確
性

表
彰
の
有
無

担当技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

的
確
性

特定テーマ１

実
現
性

独
創
性

照査技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

表
彰
の
有
無

特
定
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

実施方針

業
務
理
解
度

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）
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実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

◎ 1 日野川
大山砂防
林ヶ原他砂防堰堤設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、大山砂防
管内において砂防堰
堤の予備設計と詳細
設計を行うものであ
る。

生物等に配慮するため
の着目事項について

1
0
月
1
9
日

8 16 32 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

13 32 4

数
値
化
し
な
い

120 5 8 12 － 3 － － － － － 2 6 8 － 2 16 16 10 － 28 24 － － － 140

落札者を決定するための評価項目

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

評価テーマに対する技術提案
実施方針・実施フ

ロー・工程等

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

成績・表彰資格・実績

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

成績・表彰資格・実績

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

再
委
託
の
確
認

業
務
概
要

◆　入札前審査  【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

評
価
テ
ー

マ

開
札
日

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

テーマ２の
提案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
内
容
の
理
解
度

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）

評
価
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

合
 
 

計

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

企業の経験・能力

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

テーマ１の
提案内容
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
制

2 鳥取
千代川
稲常合流点処理詳細設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、千代川水系の鳥取市稲常地先に
おいて樋門、橋梁及び道路設計、また詳細
設計に必要な地質調査を行うものである。

1
0
月
1
6
日

10 20 - 26 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

19 26 4 120 4 8 - 10 2 1 3 - 3 1 1 3 - 3 1 20 10 10 80

3 鳥取
鳥取西道路
本高地区外測量設計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、一般国道９号鳥取西道路のうち
鳥取県鳥取市本高～同市松原地内におけ
る、測量及び道路設計、一般構造物設計を
行うものである。

1
0
月
1
9
日

10 20 - 26 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

19 26 4 120 4 8 - 10 2 1 3 - 3 1 1 3 - 3 1 20 10 10 80

4 倉吉 倉吉管内橋梁点検業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は倉吉河川国道事務所管内において橋梁点検
を行うものである。

9
月
2
9
日

10 20 - 26 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

19 26 4 120 4 8 - 10 2 2 6 - 6 2 - - - - - 20 10 10 80

5 倉吉 倉吉管内道路防災点検対策業務
土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は倉吉河川国道事務所管内において防災点検
及び対策設計を行うものである。

9
月
2
9
日

10 20 - 26 4
減
点

11

数
値
化
し
な
い

19 26 4 120 4 8 - 10 2 2 6 - 6 2 - - - - - 20 10 10 80

同
種
類
似
経
験

合
 
 

計

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

保
有
資
格

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
経
験

業
務
概
要

登
録
等
有
無

開
札
日

予定技術者の経験・能力

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

表
彰
経
験

実施方針及びヒアリング

業
務
理
解
度

◆　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

保
有
資
格

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

実
施
手
順

実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥

当
性

保
有
資
格

保
有
資
格

照査技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

予定担当者の経験・能力

落札者を決定するための評価項目

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

合
 
 

計

地
域
精
通
度

専
門
技
術
力

同
種
類
似
経
験

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

専
門
技
術
力

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績
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事故
等

実施
体制

的
確
性

実
現
性

独
創
性

的
確
性

実
現
性

1 倉吉
天神川水系気候変化に関す
るモニタリング検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、天神川水系を対象として
地球温暖化に起因する気候変化の
影響を把握するため、現在観測して
いる各種気象データ等を整理、分析
し、温暖化に対してのモニタリング
検討を行うものである。

①地球温暖化に関する傾
向を分析する着目点や手
法について

1
0
月
1
3
日

5 10 30 5
減
点

5

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

10 30 5

数
値
化
し
な
い

100 3 9 15 - 3 2 6 10 - 2 - - - - - 12 12 6 - 60 60 - - - 200

2 日野川 菅沢ダム運用操作検討業務
土木関係建設
コンサルタント業務

菅沢ダムでは、期別毎に制限水位
方式による運用を行っているが、近
年の異常洪水を考慮した安全度評
価を行い、現行の施設において所
定の治水安全度を満足できる運用
操作方法の検討を行うものである。

治水安全度の向上を図る
ための運用操作方法改善
の着目点について

1
0
月
2
日

5 10 30 5
減
点

5

数
値
化
し
な
い

数
値
化
し
な
い

10 30 5

数
値
化
し
な
い

100 3 9 15 - 3 2 6 10 - 2 - - - - - 12 12 6 - 60 60 - - - 200

合
 
 

計

保
有
資
格

表
彰
経
験

予定管理技術者の経験・能力

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

予定管理技術者の経験・能力

実
施
手
順

再
委
託
の
確
認

そ
の
他

（
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事

項

）
業
務
概
要

テーマ２の提
案内容

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登

録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用

業
務
内
容
の
理
解
度

実施方針・実施フ
ロー・工程等

テーマ１の提案内容

整
合
性

成績・表彰

▲　特定前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

特
定
テ
ー

マ

資格・実績

特
定
日

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

企業の経験・能力

合
 
 

計

技術提案書を特定するための評価項目

表
彰
経
験

技術提案書提出者を決定するための評価項目

業務計画の適切性

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績

地
域
精
通
度

資格・実績 成績・表彰

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

予定担当技術者の経験・能力

保
有
資
格

地
域
精
通
度

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
業
務
成
績
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実
施
フ
ロ
ー

の
妥
当
性

業
務
量
把
握
状
況
を
示
す
工
程
計
画
の
妥
当
性

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

与
条
件
と
の
整
合
性

必
要
な
キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

提
案
内
容
の
説
得
力

提
案
内
容
の
裏
付
け

工
学
的
知
見
に
基
づ
く
前
例
の
な
い
提
案

高
度
の
検
討
・
解
析
手
法
の
提
案

1 倉吉 国府川施設検討設計業務
土木関係建設
コンサルタント業務

天神川水系国府川中流
部における堰及び築堤
護岸等の施設改修計画
検討を行い、その結果を
踏まえ予備設計を行うも
のである。

①現場条件を踏まえた施設
改修計画立案に際しての着
眼点と対応

1
0
月
2
日

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 - 1 3 5 1 - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

2 倉吉
天神川
河道環境調査検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

天神川において、河道内湿
地、樹木群、河岸の状況及
び河岸防護工の状況をとり
まとめ、今後の河川整備に
おいて河川環境への適切な
配慮を行う基礎資料とするも
のである。

①河川整備の実施にあたり
河川環境上配慮すべき事
項を調査検討する際の着
目点について

1
0
月
1
6
日

3 9 15 3 -

数
値
化
し
な
い

2 6 10 2 - - - - - - 12 6 6 6 － 30 30 30 30 - - - - - - - -

数
値
化
し
な
い

200

3 日野川
皆生海岸
両三柳地区施設検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

本業務は、皆生海岸両三柳
地区において、海岸保全施
設の設計検討を行うもので
ある。

①沖合防護施設設計にお
ける着目点と対応について

1
0
月
2
日

3 9 15 3 －

数
値
化
し
な
い

1 3 5 1 － 1 3 5 1 － 12 6 6 6 － 30 30 30 30 － － － － － － － －

数
値
化
し
な
い

200

表
彰
の
有
無

担当技術者の経験・能力

表
彰
の
有
無

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

的
確
性

特定テーマ１

実
現
性

独
創
性

照査技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

実
施
手
順

実施方針

業
務
理
解
度

そ
の
他

（
有
益
な
代
替
案
や
重
要
事
項
の
指
摘

）

妥
当
性

参考
見積

実
現
性

独
創
性

特定テーマ２

特
定
テ
ー

マ
間
の
整
合
性

的
確
性

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

事
務
所
名

業務名 業務種別
特
定
日

特定テーマ

技術提案書を特定するための評価項目

保
有
資
格

合
 
 

計

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
案
件

No

▲　特定前審査　【標準プロポーザル方式（総合評価型）】　

業
務
成
績

表
彰
の
有
無

地
域
精
通
度

専
任
制

業務概要

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験
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